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足

立

の

動

脈

常

盤

線

北
海
道
か
ら
足
立
ま
で
の
間

で
一
番
人
口
の
多
い
都
会
は
足

立
区
で
あ
つ
て
一
月
現
在
で
は

遂
い
に
二
十
六
万
人
を
突
破
し

益
々
増
加
の
一
途
を
辿
つ
て
い
る
。

そ
の
大
足
立
区
の
動
脈
は
常
盤

線
で
あ
つ
て
こ
れ
に
よ
つ
て
交

通
不
便
な
足
立
区
は
今
日
の
発

展
を
見
、
今
後
も
発
展
し
つ
ゝ

あ
る
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

最
近
上
野
か
ら
松
戸
ま
で
の
線

が
取
手
ま
で
延
長
さ
れ
た
。

二
月
二
十
日
の
ラ
ヂ
オ
は
有
楽

町
起
点
の
計
画
を
報
じ
て
い
る
。
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本
年
四
月
入
学

の
児
童
に
つ
い
て

本
年
四
月
一
日
小
学
校
に
入
学

す
る
児
童
の
父
兄
(
保
護
者
)

は
次
の
事
項
を
御
了
知
の
上
、

手
続
に
遺
憾
の
な
い
よ
う
御
留

意
願
い
ま
す
。

記

一
、
本
年
の
該
当
者
は
昭
和
十

八
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
十

九
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
子
女
で
す
。

二
、該
当
者
に
は
区
役
所
か
ら

就
学
通
知
書
を
送
付
し
ま
し

た
が
就
学
児
童
の
調
査
を
昭

和
二
十
四
年
十
二
月
一
日
現

在
で
都
民
世
帯
票
に
よ
つ
て

施
行
し
ま
し
た
の
で
そ
の
後

の
異
動
(
転
出
入
)
等
に
よ

り
通
知
洩
れ
が
あ
る
と
思
い

ま
す
か
ら
未
着
の
向
は
至
急

区
役
所
へ
申
出
て
下
さ
い
。

そ
の
際
米
穀
通
帳
及
び
印
鑑

を
持
参
の
こ
と
。

三
、入
学
前
に
児
童
の
予
備
身

体
検
査
を
行
い
ま
す
か
ら
所

定
の
日
時
に
当
該
小
学
校
に

児
童
を
同
伴
し
て
下
さ
い
。

そ
の
際
就
学
通
知
書
及
び
第

二
期
種
痘
完
了
証
を
持
参
の
こ
と
。

な
お
第
二
期
種
痘
未
了
の
児

童
は
足
立
保
健
所
(
千
住
高

砂
町
九
八
)
で
種
痘
を
行
つ

て
下
さ
い
。

保
健
所
の
受
付
は
毎
月
曜
日
午

前
中
で
す
。

そ
の
他
不
明
の
点
は
区
役
所

本
庁
区
域
―
教
育
課
学
事
係

支
所
区
域
―
庶
務
課
庶
務
係

に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

★
　
　
★
　
　
★

★
　
　
★
　
　
★

区
営
の
製
品
全
国
へ

共
同
作
業
所
見
学
記

二
月
十
日
の
夕
方
、失
業
救
済

事
業
の
先
端
を
行
く
足
立
区
営

共
同
作
業
所
(
千
住
龍
田
町
三

二
)
を
訪
れ
た
。採
光
の
良
い

大
き
な
建
物
で
あ
り
明
る
い
板

の
間
に
作
業
員
二
十
三
人
が
黙

々
と
し
て
細
工
に
従
事
し
て
い

る
姿
は
真
剣
そ
の
も
の
で
何
か

突
然
違
つ
た
世
界
に
踏
み
入
つ

た
よ
う
な
気
が
す
る
。作
業
員

の
手
元
を
見
つ
め
て
い
る
と
、

見
る
み
る
う
ち
に
面
白
い
程
、

流
れ
作
業
式
に
製
品
が
同
い
〓
て

行
く
の
は
見
て
い
て
楽
し
い
光

景
で
あ
る
。
二
人
の
指
導
員
に

質
問
し
て
み
る
。

「
作
業
員
の
方
は
皆
素
人
で
す

か
。
」
「
全
部
素
人
で
す
が
皆

一
生
懸
命
な
の
で
、
最
近
は
専

門
家
で
す
よ
。
」

「
製
品
は
何
ん
で
す
か
。
」
「

籐
と
竹
を
材
料
に
し
た
各
種
類

の
、
乳
母
車
、
応
接
セ
ツ
ト
、

よ
う
ら
ん
、
椅
子
、
寝
椅
子
、

寝
台
等
が
主
で
す
。
然
し
新
し

い
製
品
も
研
究
し
て
居
り
ま
す

。
」

「
販
路
は
。
」
「
こ
の
道
の
有

力
者
の
お
骨
折
に
よ
り
最
近
は

全
国
的
に
送
つ
て
居
り
好
評
を

博
し
て
居
り
ま
す
。
」

「
値
段
は
他
よ
り
安
い
ん
で
し

よ
う
ね
。
」
「
勿
論
で
す
よ
、

区
営
で
す
か
ら
ね
。
」

「
個
人
に
も
売
る
ん
で
す
か

」

「
希
望
者
に
は
小
売
も
し
て
居

り
ま
す
。
」

指
導
員
と
語
つ
て
い
る
う
ち
に

も
色
々
の
部
分
が
作
ら
れ
合
わ

さ
れ
立
派
な
製
品
が
床
を
埋
め

て
い
く
、
最
後
に
若
い
作
業
員

の
人
に
感
想
を
聞
い
て
み
る
。

「
仕
事
は
つ
ら
い
で
す
か
。
」

「
と
ん
で
も
な
い
、
愉
快
で
す

よ
、
毎
日
を
楽
し
く
一
生
懸
命

働
い
て
居
り
ま
す
。
こ
れ
が
区

営
共
同
作
業
所
の
製
品
だ
と
思

う
と
立
派
な
物
を
作
ら
な
く
て

は
区
営
の
名
に
申
訳
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
ね
。
」

作
業
員
は
語
り
乍
ら
も
手
を
休

め
る
こ
と
な
く
美
し
い
乳
母
車

を
作
り
上
げ
て
い
く
。共
同
作

業
所
を
辞
し
て
玄
関
を
出
る
と

道
路
の
側
で
母
親
が
よ
ち
よ
ち

あ
る
く
子
供
に
話
し
て
い
る
。

「
こ
ん
ど
お
父
さ
ん
が
給
料
を

貰
つ
た
ら
、
あ
の
綺
麗
な
乳
母

車
を
買
つ
て
、
あ
げ
ま
し
よ
う

ね
。
」

写
真

(
上
)
作
業
所
全
景

(
下
)
作
業
所
内
部

区政あれこ れ 映
画
教
室
だ
よ
り

足
立
区
映
画
教
室
運
営
委
員
会

で
は
、
視
覚
教
育
の
一
環
と
し

て
、
映
画
教
室
を
左
の
日
程
で

開
催
す
る
。「

白
雪
先
生
と
子
供

た
ち
」
。
二
月
六
日

か
ら
二
月
十
二
日
ま

で
千
住
新
橋
館

「
大
草
原
」
二
月
二

十
一
日
か
ら
二
月
二

十
七
日
ま
で
梅
田
金

美
館

第
三

回
選
挙
管
理

委

員

会

二
月
二
日
午
後
一
時
か
ら
、区

役
所
応
接
室
で
本
年
執
行
予
定

の
参
議
院
及
び
都
教
育
委
員
選

挙
に
使
用
す
る
投
票
所
入
場
券

に
つ
き
意
見
の
交
換
を
行
い
、

結
局
昨
年
の
実
態
調
査
の
結
果

か
ら
見
て
、今
年
も
一
箇
年
間

有
効
の
入
場
券
(
選
挙
資
格
証
)

を
作
成
す
る
こ
と
に
決
定
し
た

。
な
お
入
場
券
の
紛
失
が
毎
年

相
当
数
に
上
り
、
そ
の
た
め
、

選
挙
日
間
近
の
混
雑
を
防
止
す

る
意
味
で
、
選
挙
終
了
後
そ
の

入
場
券
と
引
換
え
に
、
昭
和
二

十
六
年
の
お
年
玉
を
く
じ
に
よ

つ
て
贈
る
こ
と
を
併
せ
て
決
定

し
た
。
棄
権
者
、
事
故
者
を
一

人
で
も
少
く
し
て
、
よ
り
良
き

完
全
な
選
挙
を
施
行
し
よ
う
と

各
項
の
審
議
、
決
定
に
卓
論
を

た
た
か
わ
せ
て
午
後
五
時
閉
会

し
た
。
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発
疹
チ
フ
ス

足
立
区
に
発
生

最
近
都
内
に
発
疹
チ
フ
ス
患
者

が
急
増
し
て
き
た
の
で
、
足
立

保
健
所
で
は
、
こ
れ
の
区
内
侵

入
に
対
し
万
全
を
期
し
て
い
た

が
、
遂
々
二
月
九
日
十
日
堤
北

へ
十
一
日
は
千
住
四
丁
目
に
発

疹
チ
フ
ス
の
疑
似
患
者
が
で
た

の
で
、
今
後
病
菌
の
漫
延
に
対

す
る
一
層
完
全
な
防
疫
態
勢
を

区
民
に
要
望
し
て
い
る
。
今
ま

で
は
、
都
の
中
心
か
ら
伝
染
し

て
く
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
た

が
、
区
内
各
地
に
患
者
の
発
生

を
み
た
現
在
、
人
口
密
度
の
高

い
所
は
憂
慮
さ
れ
て
い
る
。

区
内
罹
病
者
氏
名
左
の
通
り
。

罹
病
決
定
　
住
所
　
氏
名
　
年
令

二
月
九
日
　
西
新
井
町
一
、
四

八
五

古
川
淸
次
(
3
6
)

二
月
十
日
　
上
沼
田
町
二
一
五

廣
江
義
雄
(
3
9
)

二
月
十
一
日
　
千
住
四
ノ
三
九

木
村
て
る
(
3
6
)

外
国
人
登
録
証
明
書

切
替
え
申
請
終
わ
る

外
国
人
の
入
国
に
関
す
る
措
置

を
適
切
に
実
施
し
、
又
在
住
外

国
人
に
対
す
る
諸
般
の
取
扱
い

の
適
正
を
期
す
る
た
め
に
、
去

る
昭
和
二
十
二
年
五
月
二
日
外

国
人
登
録
令
の
公
布
と
同
時
に

登
録
証
明
書
を
交
付
し
た
が
、

今
般
、
登
録
令
及
び
同
令
施
行

規
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
こ
れ

に
伴
つ
て
一
月
十
六
日
か
ら
一

月
三
十
一
日
ま
で
を
申
請
受
付

期
間
と
し
て
、
登
録
証
明
書
の

切
替
え
を
行
つ
た
。

足
立
区
の
外
国
人
登
録
証
明
書

登
録
申
請
者
数
、
及
び
そ
の
内

訳
は
別
項
の
通
り
で
あ
る
。

(
註
)
登
録
替
え
開
始
期
日

以
前
と
、そ
の
後
の
人
員
の

異
動
は
転
出
入
の
関
係
に
よ
る
、

国籍 1. 15現在
登 録 数

申 請
受付数

2. 10 現 在 証
明 書交 付 数

朝鮮 3. 216 3. 046 2. 192

中国 70 73 52

台湾 20 15 7

その
他

7 7 3

区
議
会
日
誌

一
月
二
十
三
日

△
土
木
委
員
長
理
事
陳
情

客
年
九
月
以
来
本
区
五
反
野

南
町
地
先
常
磐
線
の
遮
断
機

設
置
に
つ
い
て
当
局
に
陳
情

を
行
つ
て
来
た
が
、
そ
の
実

現
の
促
進
に
つ
い
て
更
に
陳
情

を
行
つ
た
処
当
日
善
処
の
旨
応

答
が
あ
つ
た
が
そ
の
後
文
書
に

よ
り
上
野
管
理
部
長
か
ら
正
式

に
本
年
度
事
業
と
し
て
該
地
に

テ
ン
メ
ツ
機
設
置
の
計
画
あ
る

旨
の
通
知
が
あ
つ
た
。

△
各
種
常
任
委
員
長

教
育
委
員
　
　
　
合
同
会
議

△
教
育
委
員
会

既
報
本
区
虚
弱
児
童
を
対
象

と
す
る
臨
海
施
設
に
つ
い
て

合
同
会
議
を
開
会
之
が
審
議

を
行
つ
た
。

△
な
お
同
日
引
続
き
教
育
委

員
会
を
開
会
左
の
案
件
に
つ

い
て
審
議
し
た
。

(
1
)
区
教
育
委
員
会
に
つ
い
て

(
2
)
小
学
校
復
旧
工
事
請
負
契

約
報
告
に
つ
い
て

(
3
)
小
学
校
復
旧
工
事
追
加
に

つ
い
て

(
4
)
昭
和
二
十
四
年
度
六
、
三

整
備
費
に
つ
い
て

(
5
)
教
員
住
宅
に
つ
い
て

一
月
二
十
六
日

△
汚
水
処
分
場
設
置
反
対
陳
情

本
区
特
別
委
員
会
委
員
長
及

び
理
事
地
元
議
員
で
都
市
計

画
特
別
委
員
会
に
設
置
反
対

陳
情
を
行
つ
た
。

△
総
務
財
務
合
同
委
員
会
開
会

左
の
案
件
に
つ
い
て
審
議
を

行
つ
た
。

(
1
)
外
場
人
登
録
証
明
書
切
替

え
に
つ
い
て

(
2
)
家
屋
一
斉
調
査
に
つ
い
て

(
3
)
シ
ヤ
ー
プ
勧
告
に
つ
い
て

二
月
一
日

△
建
設
局
長
西
新
井
橋
視
察

兼
て
懸
案
と
な
つ
て
い
た
西

新
井
橋
の
改
築
も
愈
々
そ
の

実
施
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
東
京
都

建
設
局
長
の
視
察
が
あ
り
区

議
会
側
か
ら
正
副
議
長
及
び

土
木
委
員
長
理
事
が
こ
れ
に

参
加
し
た
。

投
票
区
の
区
域
が

一
部
変
更
さ
れ
た

▼
一
投
票
区
増
加
…
…
全
部
で

三
十
五
投
票
区
と
な
る
▲

区
選
挙
管
理
委
員
会
は
投
票
所

の
混
雑
か
ん
和
と
名
簿
調
製
上

の
技
術
的
な
面
を
考
慮
し
て
い

た
が
今
回
一
部
投
票
区
の
区
域

を
変
更
し
、
次
の
選
挙
か
ら
執

行
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。

関
係
区
域
の
選
挙
人
は
特
に
御

注
意
願
い
た
い
。

変
更
さ
れ
た
投
票
区
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

以
上
の
結
果
西
新
井
町
で

一
投
票
区
が
生
れ
た
の
で

従
来
の
第
二
十
投
票
区
栗

原
町
は
第
二
十
一
投
票
区

と
な
り
以
下
第
三
十
五
投

票
区
ま
で
順
次
投
票
区
の

番
号
が
繰
り
下
つ
た
。

民
主
国
家
は

選
挙
か
ら

足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会
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出 張 所 め ぐ り
第 三 出 張 所

火
鉢
に
か
け
た

薬
缶
が
、
ち
ん

ち
ん
と
湯
気
を

立
て
て
、
窓
口

の
人
声
や
、
街

の
騒
音
を
、
和

や
か
に
か
き
消

し
て
い
る
所
長

の
机
の
前
か
ら

、
窓
の
外
で
縄

飛
び
に
興
じ
て

い
る
子
供
達
を

眺
め
柄
に
も
な

い
セ
ン
チ
に
浸

つ
て
い
る
と
、

「
や
あ
ど
う
も

待
た
せ
て
了
ま

つ
て
」
、

と
言

い
乍
ら
、
現
実

の
声
を
浴
せ
て

白
皙
の
小
川
所

長
が
部
屋
に
入

つ
て
き
た
。
所

長
が
十
九
出
張

所
か
ら
赴
任
し

て
き
て
か
ら
の
久
濶
を
述
べ
て

か
ら
、
「
区
政
ニ
ユ
ー
ス
の
出

張
所
巡
り
欄
の
こ
と
で
、
一
寸

お
伺
い
し
ま
し
た
が
」
、
と
挨

拶
す
る
。
「
出
張
所
運
営
の
方

針
は
」
、
の
問
い
に
、「
い
や
あ

、
別
に
、
…
…
公
正
と
か
、
迅

速
と
か
、
所
謂
モ
ツ
ト
ー
で
あ

る
と
言
わ
れ
る
も
の
は
、
第
一

出
張
所
か
ら
、
第
十
九
出
張
所

ま
で
を
通
じ
て
、
こ
れ
は
大
同

小
異
だ
と
思
う
ん
で
す
が
ね
、

我
々
は
唯
、
責
任
を
も
つ
て
事

務
を
処
理
し
て
行
く
だ
け
で
す

よ
」。

と
答
え
る
。

「
出
張
所
の
所
轄
区
民
に
対
す

る
影
響
に
つ
い
て
な
に
か
?
」
。

「さ
う
で
す
ね
、私
の
所
に
は

、町
会
時
代
か
ら
勤
続
の
馬
淵

さ
ん
(
庶
務
馬
淵
辰
夫
氏
)
が

温
厚
そ
の
も
の
に
、区
民
と
接

し
て
き
て
い
る
の
で
、又
、区

民
の
方
々
も
、永
い
間
の
顔
見

知
り
な
の
で
、と
て
も
親
し
み

易
い
感
じ
を
、出
張
所
に
持
つ

て
い
る
ら
し
い
の
で
、
そ
の
点

私
と
し
て
も
大
助
り
で
す
」。

「
そ
の
外
表
面
に
で
て
い
な
い

も
の
で
な
に
か
あ
り
ま
す
か
?

」「
掲
示
板
が
九
十
箇
所
あ
り
ま

す
が
、
佐
々
木
さ
ん
が
掲
示
板

を
貼
り
に
行
く
と
、
近
所
の
お

内
儀
さ
ん
が
集
ま
つ
て
き
て
、

配
給
物
だ
と
、
な
に
や
か
に
や

、
尋
ね
る
ら
し
い
の
で
す
け
れ

ど
、
そ
の
他
の
通
知
文
な
ど
で

は
、
す
う
つ
と
読
ま
な
い
で
行

つ
て
し
ま
う
ら
し
い
ん
で
す
よ

、
こ
の
点
な
ど
も
、
区
政
運
営

に
考
慮
す
べ
き
問
題
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
」。
お
茶
を
一

息
に
呑
ん
で
所
長
は
、
更
に
続

け
る
。

「
今
度
滞
納
整
理
事
務
の
応
援

と
し
て
、
出
張
所
職
員
が
督
促

に
出
掛
け
る
様
に
な
り
ま
し
た

が
、
今
後
の
出
張
所
の
在
り
方

と
し
て
は
、
区
民
の
便
利
を
考

え
て
戸
籍
や
、
税
務
事
務
の
一

部
を
出
張
所
で
取
扱
う
よ
う
な

機
構
に
変
え
て
行
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
つ
て
る
ん
で
す
。

実
際
経
済
の
統
制
が
撤
廃
さ
れ

れ
ば
、
附
随
的
に
、
転
出
入
の
証

明
事
務
量
も
減
少
す
る
ん
ぢ

や
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
ね
、

そ
う
す
れ
ば
、
今
の
儘
の
出

張
所
の
仕
事
の
大
半
は
な
く
な

つ
て
し
ま
い
ま
す
よ
」
。
而
し

こ
の
こ
と
は
飽
く
ま
で
、
私
個

人
の
意
見
で
あ
る
と
つ
け
加
え

る
小
川
所
長
に
謝
辞
を
の
べ
て

、
出
張
所
の
玄
関
横
か
ら
自
転

車
を
引
つ
ぱ
り
だ
し
た
時
、入

口
に
か
か
つ
て
い
る
投
書
箱
に

、意
見
か
、批
判
か
、謝
辞
か
は

知
ら
ず
、紙
片
を
投
入
し
た
娘

さ
ん
が
恥
ず
か
し
そ
う
に
逃

げ
て
行
く
の
が
微
笑
ま
し
か
つ

た
。

右
よ
り

金
子

嘉
重

鈴
木

利
枝

小
川

資
伯

佐
藤
喜
代
子

馬
淵

辰
夫

細
井

勝

若
林

德
子

時

局
講

演

会
開
催

二
月
四
日
午
後
一
時
か
ら
区
役

所
議
事
堂
で
婦
人
を
対
象
と
し

た
東
京
新
聞
社
論
説
委
員
長
直

海
善
三
氏
の
「
国
連
管
理
下
に

お
け
る
日
本
の
現
状
と
そ
の
将
来

」
に
つ
い
て
三
時
間
に
亘
る

講
演
が
あ
り
会
場
は
ほ
と
ん
ど

婦
人
会
員
で
占
め
ら
れ
た
。

終
つ
て
映
画
界
の
中
西
技
師
の

目
で
見
る
視
覚
教
育
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
次
い
で
婦
人
の
方

の
た
め
に
劇
映
画
「
不
良
少
女
」

外
「
会
議
の
も
ち
方
」
を
上
映

し
た
、
今
後
は
此
の
種
の
講
演

会
を
度
々
開
催
し
社
会
の
人
々

の
精
神
文
化
の
向
上
に
資
す
る

計
画
を
立
て
て
い
る
。

白
石
公

一
氏
当

選

本
紙
前
号
で
紹
介
し
て
お
い

た
検
察
審
査
員
の
選
定
が
、一

月
三
十
一
日
に
検
察
審
査
会
事

務
局
で
行
わ
れ
、足
立
区
か
ら

選
定
さ
れ
た
第
一
検
察
の
第
一

群
候
補
者
五
名
と
第
二
検
察
の

第
一
群
候
補
者
四
名
の
中
か
ら

、た
だ
一
人
千
住
寿
町
三
一
白

石
公
一
氏
(
二
十
一
オ
)
が
栄

え
あ
る
当
選
者
と
決
定
、
本
年

七
月
ま
で
の
六
か
月
間
を
検
察

審
査
員
と
し
て
活
躍
す
る
。


